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　　小さな証
戸惑うことばかりのス
イスでの生活のなかで
若き主婦は神様の視点
に気付かされ、神の家
族の交わりの中で癒さ
れ育まれていく。 P2　　　　

アンドレアス兄結婚
日本での宣教に命を燃
やした故ゲルスタ牧師
の長男アンドレアス君
が任地で会った米国人
カティアさんとスイス
で結婚されました。　　　   
P3

また会う日まで
元ロンドンJCF盛永進
牧師は故国日本で正子
夫人に看取られながら
6月11日にイエス様の
御 許 に 帰 ら れ ま し
た。　 　 　 　  
 　　P７-P９

小さな祈りヤドバシェム・ツアー
エルサレム・ホロコー
スト記念館ヤドバシェ
ム・バーチャルツアー
への参加者の心に迫っ
たものとは、、。
　　　　　　P10-P12

小さな祈り

理解出来るようにお助けください。

小さな祈り

２０２０年の春が、人
類にとって決して忘れ
得ぬ苦しみの年になる
であろうと誰が予測で
きたでしょう。

　この時代に生きるキ
リスト者にとっての希
望と使命とは、、。共
に祈りつつ求めていき
たいと思います。

　

東スイス・ゼーアルプ湖とアルプシュタイン　2021年3月30日撮影

小さな祈り 小さな祈り

この世の歩みに行き詰まり動けなくても
すべては主イエス様の主権の下にあるこ
とを覚え、神様の助けを仰ぎつつ、今日
も私のささやかな一歩を踏み出そう。

　戦争、パンデミック、インフレ、自然災害、、人間
は乱気流に巻き込まれた飛行機の中にいる乗客のよう
に無力で弱い存在のようです。しかし、人には最高の
パイロットであるイエス・キリストが与えられていま
す。この最高のパイロットに完全に自らを委ねる時、
安心と人生の確信が得られます。

南アフリカ：クルーガー国立公園に
むかう途中に広がるアフリカの大地と大空

キリストは私たちのために、ご自分のいのちを捨ててくださいました。それによっ
て私たちに愛がわかったのです。ですから、私たちも兄弟のために、いのちを捨て
るべきです。　１ヨハネ　３：１６
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小さな証

 神様の視点で見た時
松尾めぐみ

日本キリスト同盟教団防府聖書教会

     スイスでの一年を通しての恵み
を証させていただきます。

　 一昨年の年末に職場にいる夫から
「すごいことが起こった。帰ったら
報告する」とメールがありました。
「私は何が起こったのだろう。コロ
ナになったのかな。何か病気が見つ
かったのかな。」ととても心配に
なったことを覚えています。

　帰ってきた夫から報告されたことは、スイスで短期の研修をし
ないかと上司に言われたという内容でした。下の息子はまだ１歳
だし、コロナのことも心配だし、海外生活もしたことないし、と
不安な気持ちが私の心を占めました。

　 また私の母が一昨年亡くなったことが一番大
きく、そのショックがまだまだある中、環境
の変化についていけるのか、また母が亡くな
るという人生最大の試練と思える問題を、な
ぜこのような時期に神様は起こしたのだろう
と理解できませんでした。しかし、夫の仕事
の都合もあり、じっくり考える時間も無く、
夫だけの単身も考えましたが、家族で行こう
と夫婦で話し合い、３月末スイスへ向かいま
した。

スイスでの生活が始まり、まず困惑したの
が買い物でした。商品の説明がドイツ語，フ
ランス語，イタリア語で書かれており、中身に
何が入っているのか分からず、ヘアーコンディショナーとボ
ディークリームを間違えて買ったり、生卵だと思って買ったらゆ
で卵だったり・・・（カラフルだなと思ったら！？）最初は携帯
の翻訳機能が欠かせませんでした。生活が変わり、住んでいる環
境が変わり、最初は戸惑うことばかりでしたが、スイスに来る前
に不安を抱いていたことは、周りの方々に支えられ、徐々に慣れ
ることができました。
　
　しかし、母のことはどこにいても何をしていても思い出し、涙
し、まだまだ時間が必要だなと思っていました。そのような中
で、神様は私に多くのことを語ってくださいました。ある日、
ディボーションの中で与えられたみことばが心に留まりました。
『ですから私たちは落胆しません。たとえ私たちの外なる人は衰
えても、内なる人は日々新たにされています。私たちの一時の軽
い苦難は、それとは比べものにならないほど重い永遠の栄光を、

私たちにもたらすのです。私たちは見えるものにではなく、見え
ないものに目を留めます。見えるものは一時的であり、見えない
ものは永遠に続くからです。』IIコリント４：16―18
　 迫害を受けて目に見える現状は酷く、人間にはどうすること
もできない事も，神様を信頼し、みことばを握りしめ歩む時に現
状は変わらないかもしれないけど、私たちの内面は変わることが
できることを教えられました．神様はこの地上での歩みは一時的
であり，永遠に続くと言われています。

　 私は時に、今生きている地上の歩みだけに思えて、今ある試
練も自分には重く負いきれません！と言いたくなることがありま
す。しかし神様の視点で見る時に、永遠に支配しておられる神様
がおられて、そのお方が私に恵みを与えて下さると約束して下
さっています。今ある試練の時も神様が共におられ、乗り越えら
れると感じた時、悲しみの涙ではなく安堵の涙が出てきました。
この人生の中で最も衝撃的と思える試練にあった時、この人生が

地上だけだとしたら到底受けとめられないこと
だと思います。

　私はこの最も価値あるものに信頼していき
たいです。いま目の前にある悲しみ苦しみが
全てなくなった訳ではありません。しかし目
の前しか見ることができなかった私ですが、
神様の視点で見た時にこのことも神様のご計
画の内に起こっていることなのだと受けとめ
ることができました。このように神様のみこ
ころだと受けとめることができたのは、スイ
スで過ごす中で心がほぐれてきたからだと思
います。

　 それはJEGの皆さんとのお交わりが大きかったです。教会で
いつも話しかけて下さったり、お家に呼んで下さったり、zoom
での”ひめっこ”（小さい子供を育てているお母さんの集まり）に
参加させていただく中で、神の家族のあたたかいお交わりに癒さ
れていきました。この一年神様から語られたこと，また皆さんと
のお交わりは人生の宝物です。

帰国して神様が私たち家族
をどのように導いておられ
るのか日々尋ねながら歩ん
でいきたいです。皆さんの
お祈りに感謝です。また日
本に帰国，旅行の際はぜひ
お立ち寄りください！ありが
とうございました！
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１、スイスJEG修養会が催行
　 今年のスイスJEG修養会は”力ある信仰生活とは”(エペソ
6:10-20)をテーマに、６月１０日より１２日まで、チューリッヒ
州ヴィンタートゥァ近郊のZentrum Rämis Mühleで開催されまし
た。例年より少なめの２５名（部分参加を含め）の参加があり、月
２回の礼拝で交わりの機会に不足がちな兄弟姉妹が緑豊かな美しい
自然環境のもと、み言葉を
学び、ゆったりとした余裕
あるプログラムで交わりを
密にする幸いを得ました。
土曜日午後にはほぼ全員が
参加して付近の丘陵地帯を
ハイキングし、アルプスの
パノラマを楽しむ事ができ
ました。
　その様子は動画でもご覧い
ただけます。
スライドショー
https://www.youtube.com/watch?v=-hekugZU0Js
 ビデオ
https://www.youtube.com/watch?v=-hekugZU0Js
 今回の修養会は、世話人会により企画編成され、講演予定のテー
マについて、あらかじめスモールグループによる学びを行い、理
解を深めました。この修養会の初めから終わりまで、主が共に居
て祝福くださったことに感謝します。

２、ウクライナから船越真人宣教師がスイスJEGに
　６月２６日（日）は兵庫県加古川市の加古川バプテスト教会から
派遣され、１９９８年からウクライナ南部の港湾都市オデッサで、
ご家族とともに宣教と教会開拓伝道に携わっておられる船越真人宣
教師ご夫妻をスイスJEGにお迎えしました。

　戦争勃発後の現在、オデッサの教会
員の避難先確保と支援にあたっておら
れる船越宣教師に、現況報告をお話し
頂くと共に、ペテロの湖上歩行をテー
マにメッセージのご奉仕をしていただ
きました。
　今回のロシアによる軍事侵攻によ
り、船越宣教師ご家族は教会員たちと
ともに一時的にウクライナ西部の町ベ

リカ・ビーガンに移り、避難生活を送ると同時に、ベリカ・ビーガ
ンを拠点として、国外に避難したオデッサの教会員たちを訪問し、
また国外におけるウクライナ難民の受け入れ状況を見聞し、ルーマ
ニアの川井宣教師ご夫妻やウクライナ内の関係教会と連携しつつ、
戦争後のウクライナの兄姉の生活の回復のために何をすべきか、何
ができるかを祈りつつ、欧州の日本語教会にも積極的に訪問されてい

ます。
日本CGNTVにおける船越真人宣教師の現地レポート（５分44秒）
https://www.youtube.com/watch?v=KYCrQ7PGwq4

３、アンドレアス・ゲルスタ兄がご結婚
 ４月３０日、ゲルスタ・ハンスウェリ前牧
師の長男アンドレアス兄と米国人カティヤ
姉がKirchNewwiesで結婚式を挙げられまし
た。自転車事故で負傷された母親のウェン
ディ宣教師がリハビリセンターから帰られ
たのち、二人して母親のお世話をされてい
ましたが、６月６日、福音を伝えるためア
ラビア半島の任地に帰られました。新しい
生活の始まりにあたって主の導きと助けが
ありますようにお祈りします。

４、ミュンヘンで井野 葉由美牧師の就任式
 　
　 2009年から在欧日本人
宣教会から派遣され、13年
の長きにわたってミュンヘ
ンの地において宣教ならび
に牧会の働きをされてきた
安藤廣之牧師、里佳子宣教
師が昨年本帰国された後を
継ぎ、北ドイツから井野 葉
由美牧師がミュンヘン日本

語キリスト教会の後任牧師として招聘されました。
　 ５月２９日にはフランクフルト日本語福音教会の矢吹博牧師の司
式で、牧師就任式が行われました。この夏には５家族が本帰国され
るミュンヘン日本語教会ですが、新しく牧師を迎え、大きく羽ばた
く新時代をお祈りしています。

５、盛永進元ロンドンJCF牧師が召されました。
　
　 ６月1１日午前０時５１分ごろに盛永進元ロンドンJCF牧師が天
の故郷に帰られました。１９７４年、ロンドンで初めて創立された
日本語教会であるロンドンJCFを長きに渡って牧会され、2010年
に引退されるまで、実に多くの邦人を救いに導かれました。
　 引退後しばらくしてから、茨城県神栖に居を移され、地元で引退
牧師として宣教されていました。とても繊細な神経を持ちながら
も、あのほとばしる情熱と愛を込めた盛永先生のメッセージは多く
の邦人キリスト者を魅了し、多くの勇気と励ましを与えてきまし
た。
　 正子夫人も２月にはロンドンから帰国され最後を看取られました
ことも幸いでした。地上での多くのお働きを終え、愛してやまな
かったイエスさまの身許で憩われている盛永先生の姿を想像してい
ます。                      　　　   

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６、世界各地からホットな情報が満載の月報／ニュースレター＆メ
ルマガが届いています！
　 工藤篤子メルマガ 、井野葉由美メルマガ、吉村美穂NL、バルセ
ロナ日本語で聖書を読む会月報、デュッセルドルフ日本語キリスト
教会月報、ケルン・ボン日本語キリスト教会月報、ルーマニア川井
勝太郎宣教師の週報、イザール通信、森ゆり空レタ配達人、”宣教
の声”が届いています。お読みになりたい方は、松林までご連絡くだ
さい。なお、スイスJEG会員の兄姉は、HPでパスワードを入れ、い
つでも閲覧可能です。

Girenbad-Schauenbergへピクニック

スイスJEG修養会スナップ

https://www.youtube.com/watch?v=-hekugZU0Js
https://www.youtube.com/watch?v=-hekugZU0Js
https://www.youtube.com/watch?v=-hekugZU0Js
https://www.youtube.com/watch?v=-hekugZU0Js
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神様の御業を感じました。
津田和明

東京フリー・メソジスト小金井教会　伝道師

　 いつもお祈りに覚え
てくださってありがと
うございます。3月に東
京聖書学院を無事卒業
し、 4 月から東京フ
リー・メソジスト小金
井教会で伝道師として
の働きがスタートいた
しました。

　 元々この教会は、滝井裕希恵姉から紹介して
いだいた教会で、世界宣教に重荷を持ってお
り、宣教師や牧師を海外に送り出している教
会です。ヨーロッパの日本語教会の牧師たち
をサポートしている教会でもあります。

　また、私の元々の母教会である、日本キリス
ト教団洲本教会は、元は日本で2番目に建て上げ
られたフリー・メソジストの教会です。小金井教
会、東京フリー・メソジスト教団ができるきっかけになっ
た、エヴァ・B・ミリカン宣教師は、元々この洲本教会で
夫のロイ・ミリカン宣教師と牧会されていました。戦争前
にアメリカに帰国され、ロイ先生が亡くなられた後も、ミ
リカン先生は日本の人たちのことを心配して、60歳を超え
て、家を売り払って、戦後の焼け野原の東京に来られ、先
生の存在がきっかけでこの教会ができました。

　 不思議と自分のルーツである洲本で牧会されていた先生
に由来する教会であり、しかもヨーロッパ宣教をサポート
しているこの教会に、何も知らずに導かれたことに、神様

の御業を感じました。東京聖書学院は中野雄一郎先生の出
身校でもあります。神学の学びだけでなく、人格的にも整
えられることに力を入れている神学校です。4人の同期生
に恵まれて、共に支え合い、励まし合いながら、卒業する
ことができました。 

　 2年目からはコロナ禍となり、授業もオンラインとな
り、公園での子ども伝道実習や、賛美クワイヤの授業はで
きなくなりました。そんな中でも皆様をはじめ、たくさん
の方々の祈りと励ましに支えられて、なんとか卒業するこ
とができました。学びにおいては、さまざまな分野に特化
した先生方から、さまざまな視点から物事を捉え、考える
ことを学びました。

　　現在小金井教会では、キッズ(0歳から小学校6年
生)の働きを中心に仕えております。また、青年た
ちのフォローや、教団の青年委員会、ティーン
のための働き、子ども委員会の働きにも関わっ
ています。まだ伝道師として覚えていかなけれ
ばならない働きが多いのですが、将来的には賛
美伝道もやっていきたいと考えております。 

　 最近は外国人の方が多く教会に来るようになり
ました(英語で同時通訳の奉仕者が与えられており、

感謝です)。東京に来られる際は、ぜひ遊びに来てくだされ
ばと思います。欠けの多い者
ですから、これからも伝道
師としての働きが守られ、
用いられますようにお祈り
いただけますと感謝です。
欧州日本語教会の働きが、
主の愛を表す豊かな器とし
てますます用いられていき
ますように。 

日出づる国から

アルプスの花
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ホームスクールを始めました
菊地祥彦 

オーストラリア・アデレード在住

　 南オーストラ
リア・アデレー
ドに来て、6年が
経ちました。こ
こで生まれた息
子の眞理（しん
り）も、もう５
歳半です。
　 オーストラリ
アでは、小学校
に上がる年齢で

す（日本よりも一年早い）。私たち夫婦は、結婚当初から
「子どもが生まれたらホームスクーリングをしよう」と考え
ていました。そして、その思いは年々強まり、自然とホーム
スクーリングをするようになりました。
　
　 最近、ホームスクーリングの良い点の一つは、"時間の使
い方"だと実感しています。朝も夕方も急ぐ必要がない。時
間を自由に使えるため、大切なことを大切にできる。

　 我が家では、毎日、朝食前
にファミリーディボーション
をしています。短い聖書のお
話をし、暗誦聖句を言って、
お祈りをします。ある朝、息
子は「僕、お昼ご飯の時も夕
飯の時もこれやりたい」と言
いました。聖書の価値・素晴
らしさを息子に教えたい私た
ちにはその言葉がとても嬉し
く、もちろんできない時もあ
りますが、なるべくご飯の度
に、ファミリーディボーショ

ンを行うようにしています。
　
　これも急ぐ必要がないためできることです。クリスチャン
で哲学者であるダラス・ウィラードは「クリスチャンは急ぐ
ことを断固として生活から排除しなけれ
ばならない」と言いましたが、時間の使
い方は、自分自身だけではなく、子供な
ど周りの人たちにも影響力を持っている
と思います。
　 あたふたしたり、急いでしまうことも
ありますが、神様に与えられた時間を、
神様が喜ぶように、また、周りの人々を愛
するために、大切に使いたいものです。

from  Adelaide,Australia

YouTubeチャンネルの紹介
安藤里佳子

同盟基督教団いわきキリスト教会　
　　　　　　　　　　
　コロナ禍が始まった頃、家に
籠って何か有意義なことができ
ないかと、動画配信を考えまし
た。以前紹介させて頂いた子育
てに関する動画は限定公開でし
たので、この春には「ピアノ宣
教師社長」という公開動画を配
信することを始めました。
　 私は動画を上手に編集したり

することはできませんが、 SNSの
世界はまだまだ可能性を秘めていると思っています。
Facebookではクリスチャンも気軽に教会や信仰について投

稿していて、この気軽さでYouTube配信もできたらいいの
ではないかと考えたのです。
　教会の建物にとどまらず、信仰者の発信がますます重要に
なってきているこの時代において、YouTubeでは今の所宗
教に対する規制などはなく、大きなチャンスではないかと思
います。
　「ピアノ宣教師社長」チャンネルは大変拙い動画ではあり
ますが、未信者の方々が少しでも興味を持ったり、教会への
敷居が低くなってくれたらと願って配信しています。なぜ社
長なのかは、どうぞ一度チャンネルに訪れて視聴してみて下
さい。ピアノ宣教師社長 - YouTube
　顔出しで公開することは勇気がいりますが、沢山のクリス
チャンが発信できたら、互いの励まし合いにもなりますし、
一般の方々が聖書や信仰について触れる機会も増えると思い
ます。聖書の立派なお話をする必要はなく、自分の信じてい
ることを自分の言葉で伝えられたらいいなと思います。多く
の困難に囲まれている時代だからこそ、少しでも突破口を見
つけていきたいです。

https://www.youtube.com/channel/UCCsU0fJbnxnj9fpjVRuIrGg
https://www.youtube.com/channel/UCCsU0fJbnxnj9fpjVRuIrGg
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主の導きに従って
川上寧（やすし）

Japanese Christ’s Disciples

　ヨーロッパの日本語
教会・集会の主にある
兄弟姉妹の皆さま、ご
無沙汰しております。
昨年の9月末までベル
ギーのブリュッセル日
本語教会にて、妻の真
咲牧師と共にご奉仕を
させていただきました

川上寧です。

　 日本語教会を辞任する1ヵ月前にはビザの失効により、
日本への一時帰国を余儀なくされましたが、神さまがベル
ギーでの邦人伝道のために私たちを召され続けていると
信じ、日本にてベルギーで開拓伝道を始めるための
準備をしてまいりました。準備に時間はかかりま
したが、主が助け導いてくださり、再びベル
ギーに戻る道を開いてくださいました。ベル
ギーの所属宣教団体VIANOVAのバックアップ
のもと無事にビザも再発給され、今年の3月初
旬に約半年ぶりにベルギーに戻ってまいりまし
た。お祈りに覚え続けてくださり感謝いたしま
す。

　 VIANOVAはベルギーに、そして世界中にキリストの弟
子を広げるために活動している宣教団体です。その宣教団
体と共に、特にベルギー在留(在住)の邦人に対して宣教し
ていく私たちは、私たちの新しい歩みを「Japanese 
Christ’s Disciples(日本人のキリストの弟子たち)」という
名称で活動を始めています。どうぞ、今後とも主にあって
よろしくお願いいたします。
　
　 私たちがベルギーに戻った当初、ウクライナから来るト
ラックに救援物資を集めて送る支援活動をVIANOVAが始
めたばかりで、その活動を一緒に行うことができました。
5月初旬にも2台目のトラックが到着しましたが、一度目よ
りも更に多くの救援物資が宣教団体の内外から献品された
ことは驚きでした。一度目より物資が集まらないのではと
いう不信仰な予想は覆され、悔い改めと感謝の思いと共
に、主の御業をほめたたえました。
　

　 邦人宣教への道も、主は不思議な形で備えてくださって
いました。現時点では、具体的な集会を持っていない私た
ちは、在留邦人にまず出会い、私たちの存在を知っていた
だくところから始める必要があります。そのために、どの
ようなキッカケ作りができるだろうかと考えていたとこ
ろ、ドイツに住む友人家族より素敵なお申し出をいただき
ました。そのご家族には3人のお子さんがいらっしゃるの
で、もう着なくなった子供服や、使わなくなった玩具、学
習用具、家具等が多数あるとのこと。それらの物を全て私
たちの活動のために献品するので、それを用いて日本人向
けのバザーを開いたらどうかというご提案でした。子ども
がいない私たちには全く無い発想でしたが、主が友人家族
の提案を通して、邦人宣教への備えを用意くださっている
ことを知りました。
　
　 主の導きと備えはそれだけにとどまりません。妻の真咲
宣教師が卒業した神学校で、以前に教鞭をとられていたこ
ともあるアメリカ人宣教師のご夫妻が現在ベルギーに在住

され、ベルギーの神学校でも教鞭をとられていることを
風の便りに聞き、お会いすることができました。そ
して分かったのは、私たちの自宅からもそう遠く
ない、日本人の多く住む日本人学校の周辺で邦
人向けのトラクトを配り続けられているという
こと。また「一緒に伝道してくれる日本人の夫
妻をお送りください」と何年も祈られてきたと
いうことです。私たちを見て「やっと祈りが聞

かれた」と仰る先生の言葉を聞きながら、ベル
ギーでの邦人宣教に対する主の思いを改めて知りまし

た。
　 今後については、上
記のバザーを開催しつ
つ、自宅を開放してで
きる活動等についても
祈り求めています。宣
教のために必要なもの
は全て主が備えてくだ
さると信じていますか
ら、主の備えと導きに
しっかりと従いなが
ら、キリストの弟子の
群れがベルギーに、そ
してこの地に広がって
いく働きのために祈り
つつ歩んでまいりま
す。どうぞお祈りくだ
さい。

欧州の日本語集会から
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盛永先生の思い出
森　功

スタバンガー日本語聖書集会

　 先生の訃
報を頂き、
驚きと共に
ヨーロッパ
のキリスト
教堺に於い
て、一時代
が終わった
ことを思わ

されました。
　振り返ってみれば、先生と初めてお
会いしたのは、９０年夏に行われたパ
リ教会主催のヨーロッパ・キリスト者
の集いだったように記憶しています。
その当時は、まだ先生も黒髪ふさふさ
気味で（失礼）、或る日本の映画監督
に似ておられるお方だなと、心ひそかに思っておりました。
  
  それから毎年行われる夏の集いに参加する度に、メッセージ
を聴かせて頂きました。先生のメッセージを通し、大いに感動
させられ心奮わされた事でした。またメッセージには大変特徴
がありまして、最後の１０分頃からすこぶる熱と力が入って盛
り上がり、声も一層大きくなりそして結論に至るのです。それ
がTVドラマの水戸黄門の進み方と似ていまして、ドラマ終了
前に助さん格さんが「控えおろう。者どもこの紋所が目に入ら
んか。こちらにおわすのは、、、」と必ず決め台詞があって終
わる訳ですが、その時間配分がとても似ているのです。

   実はこれを聞くのが楽しみで楽しみで、「さー、そろそろ来
るぞ」と、その時が来るのを心待ちにしていたものです。そし
てあまりに聞き惚れてしまい、私は最後の少しの部分あたりを
真似るのが趣味のようになったものです。

 　 話を戻します。９７年にノル
ウェーのオスロ集会と私達ブリーネ
祈りの家集会（旧称）が共同で、第
１４回ヨーロッパ・キリスト者の集
いを担当する事となった折には、そ
の準備の為に前年より、遠路ロンド
ンから開催地のオスロまで来て下さ
り、アドバイス等ご指導を頂きまし
た。そのオスロでの集いの後、９８
年から先生がロンドンの教会を辞任
される頃まで、ほぼ毎年のように年
に一度は私共の集会を覚え、説教の
ご奉仕にいらして下さいました。

    その都度、私達は良き親睦の時が
与えられ、メッセージを通して宣教
と信仰の励ましを頂いた事でした。
或る時は空港にお迎えに行った帰り
のドライブで、交通事故に遭遇して
しまい、奥様が数日間入院するよう
になった事もありました。また或る
時は、旅の前日に先生宅で水漏れが

あったり、発熱で体調が悪かったり等、あれこれとハプニング
もありました。しかしそのような中にあっても、主に守られて
集会が出来、先生も支えられ心良くご奉仕して下さった事でし
た。

  また先生は、私が気ま
まに好きで作った「月
の法善寺横丁」という
昭和歌謡曲の牧師バー
ジョン替え歌を、大変
気に入って下さり、来
られる度にリクエスト
されたものでした。
が、私の家内はこの替
え歌を私が人前で披露す

るのをとても嫌がり、あまりお聞かせしませんでした。

   今となっては、もっとお聞かせすれば良かったなと、少々後
悔しています。今は父なる神のもとで、天国の素晴らしさを味
わっておられる事でしょう。神様は先生をロンドンの教会に導
かれ、のみならずヨーロッパの多くの日本語教会や集会、また
北欧の小さき私共の集会にも遣わして下さいました。その恵み
と備えを下さった神様に、またご奉仕下さった先生に、心から
感謝申し上げます。

　最後になりましたが、長年に
亘り先生の同労者であられた
奥様にも感謝申し上げると共
に、神様からの慰めをお祈り
する次第です。

また会う日まで

盛永進先生

２００２年の春、盛永先生を迎えて

２０１０年の春、ブレーネにて
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盛永先生を偲んで
馬場信裕 ＆ 晶子
ロンドンJCF

「私は勇敢に戦い抜き、走るべき

道のりを走り終え、信仰を守り通
しました。」（第２テモテ４章７節）

 6月11日早朝友人からの一報で盛
永先生の召天を知りました。
　
 最後に先生にお会いしたのは、神
栖のご自宅でした。JCFの支援会
の兄弟と一緒に３人で神栖のお宅
に先生を訪ねたのは秋も深まった
２０２０年１１月のことでした。
東京から到着するバスターミナル
に私たちを笑顔で出迎えてくださ
いました。ホテルにチェックイン
した後、車で通い慣れたとんかつ
屋さんに連れていってくださり、御馳走してくださいました。

 ８０代半ばを過ぎておられましたが、まだまだ元気なあの頃
と変わらない盛永先生でした。翌日は午前中からご自宅を訪問

して、夕方まで共に語ら
い、相談し、共に祈りま
した。先生はJCFの将来
を誰よりも心配されてい
ましたが、私たち夫婦が
JCFを管理していること
を喜び、安心だとおっ
しゃってくださり、コロ
ナ禍であっても協力牧師
を得て、礼拝や集会が守
られていることをとても
喜んでくれました。翌年
春桜の季節に再訪問する
ことを約束して別れまし
たが、コロナ感染拡大に
よってそれ以来帰国はで
きない状態となりまし

た。

 私たちと盛永先生との出会いは１９７４年先生がロンドンで
宣教を始められたころにさかのぼります。未信者同士であった
私たち夫婦がロンドンで出会い、一緒に日本語礼拝に参加する
ようになり、洗礼、婚約、結婚へと導かれたのは盛永先生の後
押しがあったからです。

 当時４０歳ぐらいだったでしょうか、
青年たちに混ざってキャンプに行った
り、地元の教会のジャパンデーで、主
人を相手に剣道を披露したのは懐かし
い、楽しい思い出です。それまで剣道
をしたことのない先生は主人の言いな
りで、受け身に回り、主人の一撃で脳
震盪を起こしそうだったといつまでも
懐かしそうに話をされていました。ま
だまだ誕生したばかりの教会でした
が、私たち青年はその先生の経済的な
苦労などはつゆ知らず、週末になって
は先生ご夫妻のフラットを訪ねて聖書
の学び後先生特製のラー油入りおじや
の食事を共にし、最終バスまで語り
あったものです。　

 当時は留学生は少なく、ほとんどが
オーペアの女性たち、語学学校で学ぶ
若者たちでした。みんな貧しい中でも
肩を寄せ合い、助け合い、助けられ、
異国で生きる勇気と希望が与えられる

場所でした。

  ロンドンJCFはその
後先生ご夫妻の働きに
よって成長し、多くの
方々が救われ、帰国さ
れた方々によって日本
での支援会も設立され
ました。私たちは帰国
組として先生を支える
側でしたが、神様のご
摂理の中帰国後２０年
目に再びロンドンに戻

る機会が与えられ、以来JCFで働きに加えさせていただいてい
ます。

 晩年には先生ご夫妻がJCFを
愛するがゆえにいろいろと行
き違いがありましたが、すべ
て先生の召天と共に許しあ
い、イエス様のところに持ち
帰っていただいたことと思い
ます。

　 盛永先生がおられたからこ
そ今のJCFがあることを忘れ
ず、これからも先生のご意思
＝神のご意思を受け継ぎ、次
世代の方へバトンをしっかり
と受け渡していきたいという
思いを新たにしています。

2020年11月、盛永先生のご贔屓のとんかつ屋で

盛永進先生

また会う日まで

　神栖の自宅前でマスクで記念撮影
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 愛に溢れる盛永進先生
冨永重厚

パリ・プロテスタント日本語キリスト教会

　 パリ教会の４２年の歩みの中で牧
師のいない所謂「無牧」の時代が通
算で３０年程ありました。その間神
さまはこうしたパリ教会を憐れんで
下さり、欧州各地のそして日本や他
の国でご奉仕されている実に多くの
牧師・伝道師の先生方を送り続けて
下さいました。その中で盛永進先生
には最もお世話になりました。

　 １９８７年４月、当時ロンドンＪ
ＣＦの牧師であられた盛永進先生を
お招きして特別伝道礼拝を行って以
来ほとんど毎年のように,無牧のパリ
教会にお越し頂き伝道礼拝を持つこ
とができたのです。そして１９９８
年２月にはパリ教会顧問牧師までお引き受け下さいました。

　 実に多くの思い出がありま
す。エピソードがあります。し
かし、まず何よりも盛永先生は
愛に溢れた牧師です。先生がパ
リに来られる時、私の自宅でも
何度も家庭集会を持たせていた
だきました。恵み溢れる学びと
交わりの後、盛永先生との個別
面談を希望される姉妹方がかな
りおられました。

　パリは日本人にとって実に住み難い所です。他の人には言え
ないさまざまな問題や苦しみを抱えていました。驚くべきこと
に盛永先生との面談を終えられた姉妹方はどんなに短い時間で
あっても必ず、安らぎを得て顔を輝かせておれらました。

　ある時私は盛永先生にその秘訣は何かを尋ねたことがありま
す。盛永先生は少し考えられて「それは ”やまびこ”になるこ
とです」と言われました。”やまびこ”？何よりもまず心底から
相手の心になってあげることです。その愛です。盛永先生は何
時も苦しんでいる方、泣いている方、弱り果てている方への愛
に溢れていました。先生はいつもイエスさまと共におられたか
らです。そして人が「生きていく」ことの大変さをよく知って
おられました。

　その先生の愛が今は天におられる半田薫次郎兄を主に導かれ
ました。それは盛永先生が２０１７年の元旦礼拝のご奉仕のた
めパリ教会に来て下さった時です。半田さんが初めてパリ教会
に来られたのは２０１５年５月で８４歳の時で動機は「人恋し
くなったから」でした。もともと作家志望で人間が大好きで、
大変な読書家で特に坂口安吾を愛読していました。パリが大好
きで孤独を好み、やや頑固な性格でずっとパリで一人暮らしを
して来られました。

　半田さんは礼拝や家庭集会には必
ず出席していましたが、なかなか聖
書が理解できず、私たちの祈りにも
かかわらず救いにまで至る道はとて
も遠いように思われました。私はこ
の時を逃してはならないと強く思わ
され盛永先生との個別の学びをお願
いしました。先生は牧師館で数日の
短い学びをして下さり１月６日の最
後の学びの時は私も同席させていた
だきました。

　盛永先生は半田さんの横に寄り添
うように座り、紙に十字架を書きそ
の真ん中に〇をして「半田さん、こ
の〇は宝物を取り出す鍵穴です。鍵
は”私のために十字架で死んでくだ
さったイエスさまを信じ従いま
す。”です。半田さんこの鍵で宝物
をご自分のものとしたいですか？」
と言われました。何と驚いたことに

半田さんは「はい、信じてイエスさまに従います」と答えられ
ました。そして盛永先生は短いけれど実に愛に溢れたお祈りを
されました。

　８６歳の「新しい命」の誕生でした。そして１月８日の聖日
礼拝で盛永先生司式で半田薫次郎さんの洗礼式が行われまし
た。ここでも半田さんは杖をつきびっくりする程大きな声で
「私はイエスさまを信じ従って行きます」と言われました。こ
の洗礼式は参加していた全員に大きな感動を与えてくれまし
た。半田さんは理屈ではなく盛永先生の愛の心に触れたのだと
思います。
　
　先生は決して器用な方ではありませんでした。ご自分の愛を
押しつけることもありませんでした。従って誤解されることも
ありました。しかし誰でも先生の愛に触れる時、深い慰めを頂
きました。盛永先生はいつもイエスさまの愛に生きておられた
からです。

　今頃、先生と半田兄は天国であの時のことを語り合っておら
れると思うと思わず笑みがこぼれます。盛永先生、長い間本当
にパリ教会を愛して育てて下さり有難うございました。盛永先
生が最後まで
愛しぬかれた
正子夫人の上
に主の深い慰
めがあります
ように。先生
との天国での
再会を楽しみ
に し て い ま
す。
 

2018年1月牧師館での祈祷会の後で

2015年のプラハ大会が最後のキリスト者の集いの参加

盛永進先生

また会う日まで
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ホロコーストを通して考える
佐々木千鶴

シュトゥットガルト日本語教会

　
　石堂ゆみさんガイドのイスラエル・バーチャルツアーに参加
させていただきどうもありがとうございました。いつしかイス
ラエルの地に足を踏み入れてみたいと思うようになっていまし
たので、本日、ホロコーストの歴史の背景を垣間見る事が出来
ました事をとても嬉しく思いました。

　このツアーを企画、準備された原さん、そしてガイドを務め
て下さった石堂さんのご尽力に心より感謝いたします。ガイド
の後の分かち合いでは、ホロコーストを通してユダヤ人の特別
な人間性と神さまとの深い繋がりをじっくりと考えさせられた
ような気がいたしました。

　最後の石堂さんのお話からも学ぶ事がとても多く、異国人ク
リスチャンにとって今の恵まれた時代に生きる私たちが今日を
どう生きるか？あらためて問われているようにも感じました。
この機会を与えて下さった主の恵みを心から感謝いたします。　

これもいつかは終わる
遠藤有紀

Stiftskirche Stuttgart 

　 ２月20日のヤドバシェムバーチャルツアーの直ぐ後にロシ
アのウクライナへの攻撃が始まりました。それ以来、メディア
は「戦争」一色で、今は平和な私の住むドイツの街にも言いよ
うの無い不安が漂っています。
　　
　攻撃が本格化する直前に主が憲二さんを通してこのツアーに
私を招待して下さり、石堂さんのご説明を通してメッセージを
与えて下さった事が今の状況下での心の支えとなっています。

「これもいつかは終わる」
「You have to do what you have to do」
「時が良くても悪くても、神様とイスラエル人は切り離せない
父子の様な関係」等の言葉が繰り返し胸に浮かびます。

　聖書の中のイスラエルと神様の関係が今の世界にも繋がり続
けて生きている事、私の人生にも深く関わっている事、聖書と
イスラエルを見れば世界が見える事がこのツアーで更に現実味
を帯びて自分自身に迫って来ました。神様がこの機会をお与え
下さって、小心者の私に心の準備をして下さった事に感謝しま
す。

　

スイス日本語福音教会の皆様、石堂さん、バーチャルツアーに
ご尽力頂き又お誘い頂き有難う御座いました！

Yad Vashem 
バーチャルツアーに
参加して

　バーチャルツアーの開催に至るまで
 
　 1月末、マイヤー牧師が理事長をされておられる
Zedakah団体にてAuschwitzの解放77年の記念大会が開
催され、スイスの教会の兄弟姉妹もライブで参加する機会
が与えられました。

　 これをきっかけに、ホロコーストの学びを深める機運が
兄弟姉妹の間で高まりました。

　 一方、私たちの教会主催で実施したイスラエル旅行（第
3回　 2019年）の現地ガイドをしてくださった石堂ゆみさ
んが, 今年の初め時を同じくして、ヤドバシェムバーチャ
ルツアーの日本語ガイドを始めておられること知らされま
した。早速、石堂さんにお願いしたところ、快く私たちの
ために準備してくださり、実施の運びとなりました。

 　石堂ゆみさんは、クリスチャンジャーナリスト、イスラ
エル政府公認ガイド、日本人初のヤドバヴァシェム公式日
本語ガイド認定者として活動されています。
今年９月5日-13日には既にスイスＪＥＧでは、第4回のイ
スラエル旅行（団長　マイヤー牧師）を予定しています。
 　　
　 イスラエルを知ること、ユダヤ人を知ることは、幹であ
る神の民ユダヤ人に接ぎ木された存在である異邦人クリス
チャン：私たち自身を知ることに通じます。そこに神様か
らの壮大なご計画による、はかり知れない愛を受けている
ことも示されます。素晴らしい機会を与えてくださった神
様と石堂さんに感謝します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原憲二　
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自分の内にも同じ罪が
三浦栄樹

岡山県玉野市・玉野聖約キリスト教会

　 今回は、ドイツの原兄姉のご招待でバーチャルツ
アーに参加させていただきました。バーチャルで
はありますが、ホロコーストの史料を視聴させ
ていただき、とても考えさせられるものがあり
ました。いくつかの点を挙げさせていただき
ます。

●虐殺されたユダヤ人の人数です。反ユダヤ主
義の方々によるものと思いますが、ユダヤ人が
虐殺された人数は一般に言われている600万人と
いう数字ではなく、もっと少ない人数だとの言説を
聞いたことがあります。しかし改めてですが、600万人と
いうのは事実であることを思わされました。

●人間の底知れない罪の醜さを見る思いでした。自分の内にも
同じ罪があることを覚えて戦慄する思いでした。

●理性的で論理的と言われているドイツ人が、ヒトラーの台頭
を民主主義的に許し歓迎していったことを知る時に、人間のや
ることの限界と愚かさを思わずにはおれませんでした。

●ユダヤ人の痛み、悲しみ、苦悩、絶望を見る時に、ユダヤ人
に限らず、私たちクリスチャンにとっても、「この世は彼らに
ふさわしい所ではありませんでした」（ヘブル11：38）とい
う聖書のことばが本当であることを思いました。イエス・キリ
ストによって、「私たちの国籍は天にあります」（ピリピ3：
20）と告白できることの幸いを改めて思いました。
　
　以上、いろいろな思いの中で映像を見せていただき、解説を
聞かせていただきました。招待してくださって本当にありがと
うございました。感謝いたします。
　　　　

人間とは何か、人生とは何か
三浦みどり

岡山県玉野市・玉野聖約キリスト教会

　今回は、とても貴重なセミナーにお招きくださり、本当にあ
りがとうございました。ホロコースト記念館にはいつかぜひ行
きたいと思っていたので、イスラエルの記念館に、しかも詳し
いお話を聞きながら、ズーム視聴の形で行くことができて、本
当に思いがけない感謝な時でした。

　実は、小学６年生の時に、アウシュビッツ展が大阪で開催さ
れ、父に連れられて行った事があります。原爆に関しては色々
と読んで知っていたのですが、ホロコーストについてはほとん
ど知らず、そこに展示された数々の写真や、実際に用いられた
ベッドや服その他を見て、当時物凄い衝撃を受けました。

　しばらく収容所で自分が選別されるなどの夢ばかり見ていた
ことを思い出します。それ以来、人間とは何なのだろうか、生
きるとはどういうことなのだろうかという大きな疑問符が私の
中で広がっていったような気がします。それが２０代での主と

の出会いに繋がって行った事は本当に感謝でした。

　今回は改めて、ホロコーストの時系列的、空
間的な非常な広範さを教えていただき、様々
なことをまた考えさせていただいています。
人間とは何か、人生とは何か、私たちに何
ができる
のか。深
いテーマ

をありがと
うございまし

た。

　 聖日の夜だったので、疲
れの為か何度か中座してし
まい申し訳ありませんでし
た。講師の姉妹にもよろし
くお伝えくださいませ。

Yad Vashem 
バーチャルツアーに
参加して

ツアーガイド：石堂ゆみ姉
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ヤドバシェム・バーチャルツアーで考えたこと
原　憲二

スイス日本語福音キリスト教会

　 本当にインパクトの強いツアーでした。イスラ
エル旅行の後にも感じた余韻を感じています。そ
して、ユダヤ人について、また私たちキリスト者
の位置づけについて改めて考えさせられました。
　ユダヤ人のこれまでの歴史を見るとき、やはり
彼らは聖書を通して神が語る神の民であることを
思わされます。いくつもの熾烈な迫害の歴史を通
されたこと、また、現在、諸国から約束の地に再
び集められて建国までに至った現実を見るとき、
神がモーセを通して彼らに与えたおきてに定めた

「祝福」と「のろい」（申命記11.26）通りに、
神はその義と、神の民であるが故に、大いなる憐
れみを彼らに与えておられる（ローマ11.28）こ
とを感じます。また、神様は地上の、一人でも多
くの異邦人を救うために、ユダヤ人に召命を与え
られておられる。
　 「それでは尋ねますが、彼らがつまずいたのは
倒れるためでしょうか。決してそんなことはあり
ません。かえって、彼らの背きによって、救いが
異邦人に及び、イスラエルにねたみを起こさせま
した。
　 彼らの背きが世界の富となり、彼らの失敗が異
邦人の富となるのなら、彼らがみな救われること
は、どんなにすばらしいものをもたらすことで
しょう。」（ローマ 11. 11～12）
　 来る患難時代では、大リバイバルの担い手にな
るのが1４万4千人のユダヤ人であることも聖書が
預言しています（ヨハネの黙示録14.1）。
そして、私たちキリスト者は、接ぎ木された存在
であるということ。
「枝の中のいくつかが折られ、野生のオリーブで
あるあなたがその枝の間に接ぎ木され、そのオ
リーブの根から豊かな養分をともに受けているの
なら、あなたはその枝に対して誇ってはいけませ
ん。たとえ誇るとしても、あなたが根を支えてい
るのではなく、根があなたを支えているので
す。」(ローマ 11. 17～18)
　 ユダヤ人に対して（置換神学のように）決して
傲慢になってはいけないと思うし、むしろ、私た
ちの救いのために壮絶な召命を受けてきている彼
らに感謝しなければならないのではないだろうか
と思います。
　 そして今、私たちの前にも祝福とのろいが神様
から与えられていることを覚え、選ぶのは祝福の
方でありたいと思います。
「わたしは、あなたを祝福する者を祝福し、あな
たを呪う者をのろう。地のすべての部族は、あな
たによって祝福される。」（創世記12: 3）
　神さまの壮大な愛のご計画に感謝します。

Yad Vashem 
バーチャルツアーに
参加して

スイス日本語福音キリスト教会主催

　第４回　イスラエル聖地旅行へのご案内
２０２２年９月５日-１３日

定員２５名　(参加者１９名までの場合は、2289Euro ツイン１人あたり、2923Euro シングル）

申し込みは７月迄に次のリンクから→https://forms.gle/oPuEpAgfnkjW5d8m8 
詳細は右をクリックしてHPにてごらんください。→イスラエル旅行

団長：
マイヤー・マルチン牧師

https://forms.gle/oPuEpAgfnkjW5d8m8
https://forms.gle/oPuEpAgfnkjW5d8m8
https://forms.gle/oPuEpAgfnkjW5d8m8
https://cms.e.jimdo.com/app/s6b4a940f6d6016f5/pdb24d50a5b9e3d0c?safemode=0&cmsEdit=1
https://cms.e.jimdo.com/app/s6b4a940f6d6016f5/pdb24d50a5b9e3d0c?safemode=0&cmsEdit=1

